
 次世代空モビリティひょうご会議の開催 

１ 趣旨･目的  新たなサービスの展開や地域課題の解決につながることが期待される「空飛ぶクルマ」 

        について、2025年大阪・関西万博での県内飛行実現を当面の目標としつつ、その先も見据 

        え、課題や今後の可能性など、関係者と意見交換するとともに、社会実装に向けて、県内 

        の社会受容性の向上・気運醸成につなげていく。 

２ 開催日時 令和５年８月３１日（木）１４時００分～１６時００分 

３ 場  所 県庁２号館５階庁議室 

４ テ ー マ (1) 空飛ぶクルマの現状、兵庫県の取組状況 

       (2) 県内における将来的な利用シーン 

                (3) 県内における関連ビジネスの定着に向けた環境整備 

                (4) 社会受容性の向上に向けた取組 

５ 出 席 者 知事、有識者、事業者 等 

作成年月日 令和５年８月２４日 

作成部局  企画部総合政策課 

問い合わせ先 企画部総合政策課政策班 078-362-4010（内線2157） 

区分 所属・職名等 氏名 

有
識
者 

 県立大学自然・環境学研究所 教授 赤澤 宏樹 

 県立大学大学院工学研究科 准教授 荒木  望 

 （公社）ひょうご観光本部 ＣＭＯ 江藤 誠晃 

 株式会社ｍｅｒｃｈｕ 代表取締役 折田  楓 

 （公財）新産業創造研究機構 理事兼事務局長 川村 昌志 

 慶應義塾大学大学院ＳＤＭ研究所 顧問 中野  冠 

 （株）神戸新聞社 メディアビジネス局長 箸本 史朗 

区分 名称 

事
業
者 

 オリックス株式会社 

 兼松株式会社 

 株式会社ＳｋｙＤｒｉｖｅ 

 全日本空輸株式会社 

 日本航空株式会社 

 株式会社パソナグループ 

 丸紅株式会社 

※オブザーバー：経済産業省、国土交通省、神戸市、尼崎市 

空飛ぶクルマ イメージ（出典）経済産業省 


